

戦略的国際科学技術推進事業
日本－　　　　研究交流
研究課題「○○○○」
研究終了報告書

≪本報告書は、研究終了時の事後評価に使用します。事後評価に関しては、守秘義務のある外部有識者により、採択時の申請書、年度計画書、年度報告書及び本報告書（別紙作成の非公開資料を含む）等の資料に基づいて実施されます。また、ＪＳＴのＨＰでの掲載を計画しています。≫
研究交流期間　平成　　年　月～平成　　年　月
研究代表者：○○
（所属、役職）

≪所属・役職は正確にご記入ください。所属は、大学ならば研究科レベルまで記載をお願いいたします。また、独立行政法人の（独）、企業の（株）などの記載漏れがないようにお願いいたします。≫

１　研究交流の概要
≪研究交流の目的や背景から実施、成果に至るまでの全体概要を、簡単に分かり易く１ページ程度にまとめてください。≫
２　研究交流構想及び実施体制
２．１　研究交流構想 
≪研究開始時に目指した目標や研究計画・進め方の概要を簡潔に記述してください。≫
２．２　実施体制（日本側）
≪研究チームの構成が簡単に分かるように図示してください。各研究グループの研究機関・部署名・役割分担を明記してください。本研究期間中に参画された全ての方を記入いただき、申請時の提案書と異なっている場合は補足説明してください。≫    
（記載例）
   研究代表者

○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当
   研究メンバー


○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当


○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当


○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当
２．３　実施体制（相手国側）
（記載例）
   研究代表者

○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当

   研究メンバー


○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当


○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当


○○
○○大学○○研究科
○○研究室
○○担当
３　研究交流実施内容及び成果　

≪日本側と相手国側を区別できるように記載し、全体成果としては相手国との協力による相乗効果(交流が研究に及ぼした効果、補完的な効果等)を含めて記載してください。未出願特許の内容等、非公開とすべきものは別紙の「終了報告書 補足資料」に記載してください。≫
３．１　研究交流実施内容及び成果 
≪実施内容・成果に加え、成果の位置づけや類似研究との比較をまとめてください。なお、本項をベースに「事後評価報告書(案)」を作成しますので、１ページ程度で簡潔に記述して下さい。≫

３．２　研究成果の今後期待される効果
≪成果の今後の展開見込、想定される科学技術や社会への波及効果についても記述してください。≫
４　得られた成果の自己評価
≪本プロジェクトの事後評価を行う際の評価項目は次の通りです。これらの成果及び自己評価を記述してください。

①研究交流の有効性

a) 新しい知の創造/画期的な科学技術の進展/新分野の開拓
b) 相手国との研究交流につながる人材育成
c) 当該事業を端緒とした相手国との研究交流の増加/持続的発展の可能性

②当初目標の達成度

a) 研究交流実施体制は適切に作られたか
b) 相互派遣、ワークショップ開催等の交流は計画通りに行われたか
②-b) につきましては、当初の研究計画とその実施状況の対比を記述してください。当初の研究計画どおり実施できなかった場合は、その理由も記述してください。≫

５　今後の研究の展開
≪本研究交流終了後の研究交流の計画について、手段（例えば他機関の他事業等）や方法等を含めて具体的に記述して下さい。≫
６　研究交流の実績
≪相互訪問、ワークショップ等開催、当課題に係わる成果（論文・著作物の発表、学会発表、特許出願、受賞等）について、既に提出いただいた前倒し報告書に追加したい項目がありましたら、以下に記載してください。≫
６．１  日本側から相手国側機関への訪問等の実績


	氏名
	所属
	役職
	目的
	訪問時期
	訪問延日数

	　
	　
	　
	研究打合せ、講義、○○共同実験の為、など具体的に記載
	平成　年　月　日～　
　平成　年　月　日
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　


６．２　相手国側から日本側への訪問等の実績
	氏名
	所属
	役職
	目的
	訪問時期
	滞在延日数

	　
	　
	　
	研究打合せ、講義、○○共同実験の為、など具体的に記載
	平成　年　月　日～　
　平成　年　月　日
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　


６．３　ワークショップ・シンポジウム等の開催又は参加
	年月日
	名称
	場所
	参加人数
	概要

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


≪相手国研究者と共催で開催した研究集会やシンポジウム等ついて記載して下さい。また、それ以外でプロジェクトメンバーが参加したような研究集会やシンポジウム等がありましたら記載して下さい。共催や参加等の区別は、「概要」欄に記載して下さい。≫

７　成果発表等
≪論文や著作物、学会発表、特許、受賞などの成果のうち、既に提出いただいた前倒し報告書に追加したい項目がありましたら、以下に記載してください。当課題に係わるものを全て記載。発行日等の順に並べてください。特に、相手国側研究者（プロジェクト参加者）と共著又は共同発表したものに関しては、補足（例：「※相手国共同研究者との共著／共同発表」）で示してください。また公開に支障があるものは「その他　△件」としてまとめ、「非公開用報告書」に記載してください。≫

　
(1)原著論文発表  （国内誌　　件、国際誌　　件）
≪著者、論文タイトル、掲載誌 巻、号、発行年≫

(2)その他の著作物（総説、書籍などを記載してください。）

≪著者、タイトル、掲載誌もしくは書籍、 巻、号、ページ、発行年など≫

(3)学会発表（国際学会発表及び主要な国内学会発表）
≪発表者（所属）、タイトル、学会名、場所、月日等≫
1 招待講演　　
　（国内会議　　件、国際会議　　件）

2 口頭発表　　
　（国内会議　　件、国際会議　　件）
3 ポスター発表
　（国内会議　　件、国際会議　　件）
(4)特許出願
≪当課題の成果に係わるものを、出願人（研究機関、ＪＳＴ、その他）に係わらず漏れなく記載してください。特に、相手国側研究者（プロジェクト参加者）が共同発明者に加わっているものは、補足（例：「※相手国共同研究者も発明に寄与している」）で示してください。≫
①国内出願 (○件)
　1. ≪発明の名称、発明者、出願人、出願日、出願番号≫
2. 

・・・

その他　△件 ≪公開すべきでないものについて、件数のみ記載し、別紙の「非公開用報告書」に、”発明の名称、発明者、出願人、出願日、出願番号” を記載してください。≫
②海外出願 (◇件) 
1. 
2. 
・・・

その他　◎件

(5)受賞等 

  　①受賞
  　②新聞報道
  　③その他
(6)その他特記事項
≪委託開発や特許実施許諾等、技術移転や実用化に展開した例などを記入してください。≫
８　結び
≪以下の項目について記入してください。また、研究室の雰囲気が伝わるようなメンバーの集合写真、実験室や作製した主な研究設備のスナップ写真等あれば添付してください。≫
８．１　戦略的国際科学技術協力推進事業に対する意見、要望等
≪本事業に係わる意見・要望や研究チームの研究遂行、研究費の使い方、将来に向けた研究交流の為の若手研究者の育成等のプロジェクト運営を含めた意見・要望を記述して下さい。≫
８．２　その他
≪上記以外に気が付いた事を、自由に記述して下さい。≫



















































